
http://www.town.shimane-kawamoto.lg.jp/
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

フェイスブック
http://www.facebook.com/town.kawamoto

February.2015
2

No.
526

　
坂

町
・

川
本

町
子

ど
も

ス
キ

ー
交

流
会

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

坂
町

か
ら

は
５

・
６

年
生

43人
、

川
本

町
か

ら
は

４
～

６
年

生
9人

が
参

加
し

ま
し

た
。

1日
目

は
三

瓶
山

で
歩

く
ス

キ
ー

を
、

2日
目

は
琴

引
ス

キ
ー

場
で

ゲ
レ

ン
デ

ス
キ

ー
を

し
な

が
ら

、
親

睦
を

深
め

ま
し

た
。
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手
紡
ぎ
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会
ダ
・
カ
ー
ポ

が
、
1
月
21
日
に
発
足
の
場
所
で
も
あ
る
川
本
西

公
民
館
で
、
20
周
年
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
会
は
、会
長
を
務
め
る
百
田
百
合
子
さ
ん
（
久

座
仁
）
が
「
町
内
で
飼
育
し
て
い
る
羊
の
原
毛
を

有
効
活
用
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
高
齢
者
の
健

康
作
り
、
生
き
が
い
作
り
に
役
立
て
て
は
」
と
声

が
け
、
20
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
は
、
町
内
外
か
ら
集
ま
る
19
名
。

高
齢
者
の
活
動
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
当
時
の
メ

ン
バ
ー
も
い
き
い
き
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
若
い
世
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

結
婚
を
き
っ
か
け
に
川
本
町
に
住
む
よ
う
に

な
っ
た
山
口
絵
理
子
さ
ん
は
「
物
作
り
が
好
き
で
、

す
ぐ
に
入
会
し
ま
し
た
。
染
色
や
紡
ぎ
な
ど
の
高

い
技
術
は
財
産
で
す
」
と
会
の
魅
力
を
話
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

百
田
会
長
は
「
発
足
当
時
の
メ
ン
バ
ー
が
、
今

も
元
気
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
、
こ
の
活
動

が
健
康
に
良
い
と
言
う
こ
と
が
実
証
で
き
ま
し

た
。
新
し
い
こ
と
に
興
味
を
持
ち
続
け
、
楽
し

み
な
が
ら
手
先
動
か
す
こ
と
や
、
作
っ
た
物
が
売

れ
る
喜
び
な
ど
を
知
る
経
験
が
、
健
康
に
長
生
き

す
る
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。
会
員
を
問
わ
ず
、
た

く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
工
房
に
寄
っ

て
い
た
だ
き
、
こ
の
活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
元
気
な
生
活
を

送
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
こ
れ
か
ら
の
展

望
に
つ
い
て
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

1 3 5

2 4 6

健
康
と

 
生
き
が
い
を
紡
い
で

ダ
・
カ
ー
ポ�未

年
に
創
立
20
周
年

1  来賓の北川泉島根大学名誉教授は「地域資源
の活用が地方創生の鍵。夢を持って活動して」と
エールを送られました。 2  式典に合わせて発行
された創立20周年記念誌。ダ・カーポのこれま
での活躍がまとめられています。

3  展示した作品について説明する百田百合子会長
（左）。陶山千代さん（左から２人目）らに活動の成
果を伝えました。 4  これからの活動の充実を誓っ
て乾杯！思い出話に花が咲きました。

5  来賓で指導者のタペストリー作家陶山千代さ
んは、発足した20年前の思い出を語り、「この
活動が生活の基盤となり、30年後もその先も元
気に続けていて欲しい」と思いを伝えられまし
た。 6  帽子やセーターなど力作が並びました。

　
約
5
年
前
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
き
っ
か
け
に
入
会

さ
れ
た
内
谷
和
子
さ
ん
（
川
下
）
は
「
染
め
る

の
も
編
む
の
も
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
難
し
さ

は
あ
り
ま
す
が
、
手
紡
ぎ
は
自
分
で
考
え
て
糸

の
色
や
太
さ
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
た

だ
編
む
の
と
は
違
い
楽
し
い
で
す
。
会
員
同
士

で
教
え
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
町
民

の
方
に
、
ど
ん
ど
ん
工
房
に
遊
び
に
来
て
欲
し

い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

2
ヶ
月
前
に
入
会
さ
れ
た
梶
野
紀
美
子
さ

ん
（
中
新
町
）
は
「
浜
田
市
で
聴
い
た
北
川
島

根
大
学
名
誉
教
授
の
講
義
で
、
川
本
町
の
羊
の

こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
川
本
に
住
ん

で
い
な
が
ら
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
何
も
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
も
と
も
と

編
み
物
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
メ
ン
バ
ー
の
方

に
お
話
を
伺
い
、
早
速
入
会
し
ま
し
た
」
と
玉

ね
ぎ
で
染
め
た
糸
で
セ
ー
タ
ー
を
編
み
な
が
ら

語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
工
房

道の駅かわもと内にあるダ・カーポの工房で作業する
梶野紀美子さん（左）と内谷和子さん
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川
本
町
発
行
、
山
陰
中
央
新
報
社 

編
集
・
制
作
『
川
本
町
合
併
50
周
年
記
念
誌
』
よ
り

　
新
川
本
町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
間
も
な
く
60
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
4
月
1
日
に
迎
え
る
60
周
年
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。

【
沿
　
革
】

昭
和
30
年
（
1
9
5
5
年
）

　

・
4
月　

�

新
川
本
町
誕
生
（
旧
川
本
町
、川
下
村
、

三
谷
村
、
三
原
村
、
大
代
村
の
5
町
村

が
合
併
）

　

・
10
月　

合
併
祝
賀
式
典
挙
行

昭
和
31
年
（
1
9
5
6
年
）

　

・
4
月　

�

川
本
小
学
校
矢
谷
分
校
廃
止
、
本
校
に

統
合

　
　
　
　
　

川
本
町
役
場
川
下
支
所
廃
止

　

・
9
月　

�

三
大
字
地
区
祖
式
村
か
ら
分
離
し
て
川

本
町
に
編
入

　

・
10
月　

�

祖
式
小
学
校
川
内
分
校
が
川
本
小
学
校

の
分
校
と
な
る

合併を祝う市中パレード
シ
リ
ー
ズ
①

1

2

1  昭和30年10月に行われた合併祝賀
式典での市中パレード。町中が祝賀
ムードに沸きました。 
2  パレードが行われた１と同じ場所

の現在の町並み。道路や建物の雰囲気
は変わりましたが、昔の面影は残って
います。

　

合
併
祝
賀
行
事
に
も
招
待
さ
れ
て
い
た
祇
園
太
鼓

（
福
岡
県
小
倉
）
は
、
当
時
、
毎
年
の
よ
う
に
川
本

に
来
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代

は
、
中
学
校
や
高
校
が
新
築
さ
れ
た
頃
で
、
新
し
い

校
舎
で
学
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
当
時
の
写

真
は
、
昭
和
47
年
の
水
害
で
全
て
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
町
の
歴
史
も
で

す
が
、
我
が
家
の
歴
史
を
写

し
た
写
真
だ
っ
た
の
で
、
と

て
も
残
念
で
す
。

山
根
　
武
文
さ
ん
（
中
新
町
）
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出自や出身地等を理由に結婚や就職などの際に不当な扱
いを受けたり、差別的言動を受けたりするこの問題の解決
は、国及び地方公共団体の責務であると同時に、私たちみ
んなの課題です。ところが、「自分には関係がない」「そっとしておけばいい」といった考え方が
あると、私たち一人ひとりの課題とならず解決を遠ざけてしまいます。

私たちは誰もがこの世に生を受け、たった一度の生涯を人間として尊ばれ、愛情と信頼に満ち
た温かい人間関係の中で幸せに暮らしたいと願っています。

同和問題解決に向けて着実に進んではいますが、「心の差別」（差別的な言葉や態度で相手を蔑
すんだり、予断と偏見から結婚や交際、交流などを避けたりすることなど）が依然として存在し
ています。近年では、インターネットや落書きによる差別的・侮辱的な記述が見られ、深刻な社
会問題となっています。

社会が急速な変化を遂げる中にあって、個人には、自立して、また、自らを律し、他と協調し
ながら、その生涯を切り拓いていく力が求められるようになります。しかし情報過多の今日、私
たちは偏見やねたみ意識、差別意識を知らず知らずのうちに抱いてしまったり、いつの間にか被
害者・加害者の立場になったりすることも考えられます。そうならないためには、普段から物事
を正しく見ようとする意識と科学的なものの見方に立った学びが大切となります。学ぶことで多
面的な見方や豊かな心を育てます。そして、人権意識が高まり態度や行動へと促していき、自分
も相手も大切にする明るい社会を築いていくことへつながります。

お問い合わせ：教育委員会　☎0855–72―0594

　本当の幸せとは何でしょうか？いろいろな答えがあると思います。その１つに、
豊かな心で人と関わりながら生きていくことではないでしょうか。私たちは多くの
人とつながりの中で生きています。自分らしさ、あなたらしさなど互いのちがいを
認め合い、相手を尊敬し、思いやりの言葉と態度で接していきたいものです。

いまだに解決にいたっていない

わたしたち自身の課題として

【
優 

秀 

賞
】　

　

生
ま
れ
た
こ
と
　

�

田
村
　
穂
隆　

生
ま
れ
た
こ
と

心
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

た
く
さ
ん
の
人
の
中
に
、
生
ま
れ
た
こ
と

呼
吸
し
て
い
る
こ
と

そ
の
呼
吸
を
保
つ
の
が

と
て
も
難
し
い

そ
ん
な
夜
が
あ
る

「
生
ま
れ
方
を
間
違
え
た
」

「
生
ま
れ
て
来
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
」
と

そ
う
感
じ
る
夜
が
あ
る

過
去
に
縛
ら
れ
る
こ
と

未
来
を
恐
ろ
し
い
と
思
う
こ
と

た
く
さ
ん
の
人
の
中
に
、
な
じ
め
な
い
こ
と

明
日
が
来
る
こ
と

陽
の
光
の
正
し
さ
に

泣
き
た
く
な
る

そ
ん
な
朝
が
あ
る

な
ん
と
な
く
自
分
だ
け
が

間
違
っ
て
い
る
と

そ
う
感
じ
る
朝
が
あ
る

生
ま
れ
た
こ
と

心
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

た
く
さ
ん
の
人
の
中
に
、
生
ま
れ
た
こ
と

呼
吸
し
て
い
る
こ
と

そ
の
呼
吸
を
保
つ
の
が

と
て
も
難
し
い

そ
れ
で
も
と
き
ど
き

「
生
ま
れ
て
来
れ
て
良
か
っ
た
」
と

少
し
笑
い
た
い
日
が
、
あ
る

平
成
二
十
六
年
度
（
第
２
回
）
島
根
県
高
校
生
世
代

『
人
権
の
詩
（
う
た
）』
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災害時に備えて、次の確認をお願いします。
【確認内容】
①電源ランプが緑色に点灯していますか？
②適度な音量に設定していますか？
　※ 毎日正午と午後5時にチャイムを放送していますので、確認し

てください。

　高齢化・後継者不足により、耕作が困難になり、農地を誰かに任せたいと考える方が増え続けています。
受け手（担い手）にとっては、これまでお願いされるままに農地を借入れることで、効率の悪い農作業と
なり、農業経営に負担をかけて悪い影響を与えている場合があり、これ以上農地を受けられないといった
こともあります。
プラン作りのお手伝いをします
  こういった状況を少しでも改善するため、地域や集落での話し合いにより、

『守るべき農地と残すべき農地』を定め、その内容をプランとしてまとめる（人・
農地プランの作成）お手伝いをさせていただきます。

��人・農地プランとは…
　地域の高齢化や農業の担い手不足が心配されるなか、５年後、10年後までに、誰がどのように農地を使っ
て農業をすすめていくのかを、地域や集落の話し合いに基づき取りまとめるプラン(計画)です。
　地域での話し合いを持ちたいとお考えのところがありましたら、ご連絡ください。

 連絡先：産業振興課　☎0855–72―0636

～もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ～
　空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。この時期は、野焼きによる林野火災が
多発します。寒さも続きますので、暖房器具や火の取り扱いには十分注意してください。
　期間中、パレードや訓練を実施する予定です。
【問い合わせ】川本消防署　☎0855–72–0119　川本町消防団（役場総務財政課）☎0855–72–0631

　川本町消防団では、18歳以上で心身ともに健康な新入団員を随時募集しています。消防団は
郷土を愛し、町民の生命・財産・身体を災害等から守ることを目的としています。
　町民からの信頼を受け、活動を通じて様々な職種の人達と交流ができ、自分を磨く研さんの
場でもあります。入団を勧誘されたら、是非とも快諾をお願いします。
　▽団員制度
　　・報酬等の支払　・各種表彰制度　・ 公務災害補償　・退職報償金の支給（５年以上）等

【問い合わせ】総務財政課　☎0855–72–0631

防災行政無線の電源ランプを点検してください

【確認結果と対応】
☆ 電源ランプが緑色に点灯している場合は正常です。緑色と赤色の

交互に点滅している場合は、乾電池（単２）の交換が必要です。
☆ 停電時は乾電池で作動し放送される仕組みとなっています。必ず

乾電池を入れておいてください。
 お問い合わせ：総務財政課　☎0855–72―0631

地域の農地のこと、地域で話し合ってみませんか？
話し合いの
お手伝いを
します！

緑色のランプが
点灯していれば
正常です

３月１日～３月７日は 

消防団員を募集しています

春の全国火災予防運動 週間です
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１
月
16
日
（
金
）

５
限
、
会
議
室
に
て

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
激
励
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

福
間
俊
行
校
長
、

立
石
祥
美
教
頭
、
舟

津
亮
二
進
路
部
長
、

吉
田
幸
久
３
年
学
年

主
任
（
３
年
２
組
担

任
）、原
田　
正
（
３

年
１
組
担
任
）、
そ

し
て
教
員
有
志
が
会
議
室
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
校
長
を
は
じ
め
、
各
教
員
は
自
分
の
体
験
談
、
本

番
直
前
を
控
え
た
心
構
え
や
調
整
法
、
受
験
上
の
諸

注
意
を
話
し
な
が
ら
、
生
徒
が
自
分
を
奮
い
た
た
せ

て
受
験
で
き
る
よ
う
に
、
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ま

し
た
。

　
生
徒
は
、
始
終
真
剣
に
話
を
聞
き
、
よ
り
一
層
の

決
意
を
セ
ン
タ
ー
試
験
本
番
に
向
け
て
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
の
得
点
を
用
い
て
一
般
入
試
を
受
け

る
生
徒
は
、
２
月
下
旬
の
前
期
試
験
、
３
月
中
旬
の

中
期
試
験
、
３
月
下
旬
の
後
期
試
験
に
向
け
て
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
し
ま
す
。

　

１
月
26
日
（
月
）
１
年
生
総
合
学
力
テ
ス
ト
を
、

26
日
（
月
）・
27
日
（
火
）
２
年
生
総
合
学
力
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
１
年
生
は
、
来
年
度
か
ら
の

コ
ー
ス
別
学
習
に
向
け
て
、
２
年
生
は
来
年
度
受
験

生
に
な
る
前
の
学
力
を
把
握
す
る
た
め
受
験
し
１
月

の
総
合
学
力
テ
ス
ト
と
合
わ
せ
た
総
合
点
が
、
希
望

の
大
学
等
に
入
る
た
め
の
２
年
生
段
階
で
の
指
標
に

な
り
ま
す
。

　
年
度
末
が
近
づ
い
て
い
る
中
で
の
模
試
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
生
徒
は
よ
り
一
層
緊
張
し
た
面
持
ち
で

受
験
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年
、
比
較
的
勉
強
時
間
が

確
保
し
や
す
い
こ
の
時
期
に
、
よ
り
多
く
の
知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け
学
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
お
こ
う

と
生
徒
は
意
気
込

み
、
勉
学
に
燃
え

て
い
ま
す
。

　

２
年
生
は
来
年

度
、
１
年
生
は
再

来
年
度
に
、
第
一

希
望
の
進
路
先
に

合
格
す
る
た
め
に

勉
強
し
て
い
ま
す

が
、
大
切
な
の
は

プ
ロ
セ
ス
で
す
。

　
プ
ロ
セ
ス
が
充
実
し
て
こ
そ
高
校
生
活
の
真
骨
頂

と
い
え
ま
す
。模
試
前
に
は
、得
意
教
科
を
教
え
合
っ

た
り
、
合
同
で
勉
強
す
る
等
、
生
徒
も
勉
強
す
る
プ

ロ
セ
ス
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
か

し
つ
つ
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

 
激
励
会
を
行
い
ま
し
た

１
・
２
年
進
研
学
力
テ
ス
ト

 

を
行
い
ま
し
た

３月の学校行事
３月 １日（日）　卒業式
３月 ２日（月）　振替休日（３月１日分）
３月 ５日（木）　まちキャン成果発表会
３月10日（火）～３月11日（水）
　　　　　　　　 平成27年度入学生一般選抜試験
３月18日（水）　１・２年先輩講話
３月20日（金）　平成27年度入学生合格発表
３月24日（火）　終業式
３月25日（水）　平成27年度入学予定者説明会

１年間の活動を振り返り、発表報告を行いますのでお越し下さい。
 日時：３月５日(木)13：40～　会場：悠邑ふるさと会館マルチホール

「まちキャン成果発表会」のご案内



情報じょうほう交差点
こうさてん

広　告

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

弁 護 士 法 人
山陰リーガルクリニック大田事務所
島根県弁護士会所属

★日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後３時
★場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡

お気軽にご相談ください。）
★担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　島根県司法書士会会員 司法書士 藤音　寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております

★交通事故の相談は平日でも初回無料です。 
　  お電話でのご予約が必要です。

（相 談 料） 平日有料　60分まで6,000円（税別）
（相談内容） ○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
 ○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

大田市長久町長久ロ307番地5
 （駐車場有り）
TEL 0854-83-7780
FAX 0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

広　告

●ローソン

★ ●
中央信金

R9

山陰リーガル
クリニック
大田事務所 

●
一畑
トラベル

予
備
自
衛
官
募
集

　
自
衛
官
未
経
験
者
を
予
備
自
衛
官
補
と

し
て
採
用
し
、
教
育
訓
練
終
了
後
、
予
備

自
衛
官
と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

▽
受
付　
３
月
24
日（
火
）ま
で

▽ 

応
募
資
格

　
一
般
公
募
…
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

　 

技 

能
公
募
…
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資

格
等
を
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
、
53

歳
か
ら
55
歳
未
満
の
者

▽ 

試
験

　
一 

般
公
募
…
４
月
10
日
～
４
月
14
日
の

内
、
指
定
さ
れ
る
１
日

　
技 

能
公
募
…
４
月
10
日
～
４
月
14
日
の

内
、
指
定
さ
れ
る
１
日

問 

自
衛
隊
島
根
県
地
方
協
力
本
部

　

 

大
田
地
域
事
務
所

 

☎
０
８
５
4

－

82

－

１
４
３
７

 http://www.m
od.go.jp/pco/shim

ane

相
続
・
贈
与
税
無
料
相
談
会

　

２
月
23
日
（
月
）
は
税
理
士
記
念
日
で

す
。
こ
の
日
に
相
続
・
贈
与
税
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
続
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
税
理
士
に
相
談
す
る
と
、

司
法
書
士
な
ど
と
連
携
し
、
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

▽ 

日
時　

２
月
23
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　
浜
田
公
民
館
第
３
研
究
室

問 

中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部

 

☎
０
８
５
５

－

23

－

７
５
７
５
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No.214

2015年
２月号

電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：10時～18時　土日10時～17時
休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始
E-mail : kawamoto-library@kawamoto-town.jp

かわもと図書館

パ
ン
ツ
は
な
が
れ
る

�

林�

正
博�

文

�

殿
内�

真
帆�

絵

へ
の
か
っ
ぱ

�

飯
野�

和
好�

作

ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト

の
お
は
な
し

�

中
川�

正
文�

ぶ
ん

読
書
マ
ラ
ソ
ン
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
は
だ
れ
？

�

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ミ
ル
ズ�

作

峠
し
ぐ
れ

�

葉
室�

麟�

著

か
ん
た
ん
か
わ
い
い

エ
コ
た
わ
し
1
０
０

い
い
な�

い
い
な

�

か
た
や
ま
け
ん�

さ
く

九
年
前
の
祈
り

�

小
野�

正
嗣�

著

�

講
談
社

サ
ラ
バ
！

�

西�

加
奈
子�

著

�

小
学
館

芥
川
賞
受
賞
作

直
木
賞
受
賞
作

し
も
ば
し
ら

�

細
島�

雅
代�

写
真

�

伊
地
知�

英
信�

文

�

岩
崎
書
店

一
般
書

児
童
書

　

し
も
ば
し
ら
は
小
さ
な
氷
の

世
界
。
氷
の
粒
に
ど
の
よ
う
に

水
が
つ
い
て
凍
っ
て
伸
び
る
の

で
し
ょ
う
か
？
し
も
ば
し
ら
の

秘
密
が

わ
か
り

や
す
く

紹
介
し

て
あ
る

写
真
絵

本
で
す
。

�

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

ラ
ク
チ
ン
お
そ
う
じ

虎
の
巻

�

本
橋�

ひ
ろ
え�

著

いいお顔のひろば ミニ読書会

ひだまりサロン

３月６日（金）10:00～13:00
　クッキング、読み聞かせ、移動図書館

３月29日（日）
　移動図書館、読み聞かせ

《一 般 書》�お仕事小説
《児 童 書》春をまちわびて

３月の展示

《一 般 書》……………………………………………
１ 川本の歴史断片 森脇登 著
２ 検事の本懐� 柚月裕子 著
３ 自覚� 今野敏 著
《児 童 書》……………………………………………
１ だるまちゃんととらのこちゃん� 加古里子 さく
２ あんな雪こんな氷� 高橋喜平 文
３ しっぽのひみつ� 今泉忠明 監修

1 3

Vol.18

本の力　～絵本で主人公の体験を!! ～
　出来上がったイメージを一方的に伝えているテ
レビやスマホは刺激的で、自分の頭でイメージ
し五感で体験することはできません。絵本の読
み聞かせは、お話の世界の中で主人公になりき
ることによって五感に働きかけ、お話をしてくれ
る人とのコミュニケーションも生まれます。子ど
もは、物語の世界に入り込んで主人公になりきっ
て喜怒哀楽を楽しむ体験をし、相手を思いやる
ことができるようになります。本と関わりをもつ
ことは、大きくなってからでは難しいので大人が
手助けできるうちに絵本との関わりをもちましょ
う。生きる力へとつながりその子の人生を豊か
なものにしてくれる絵本を活用しましょう。
 東京子ども図書館評議員　小林いづみさん講演会より

　絵本を使った子どもへの読み聞かせの大切さ
をシリーズでお伝えしています。最終回は「絵
本で主人公の体験を!!」です。

神
沢
利
子�

さ
く

�

元
永
定
正�

作

幼
　
　
児

赤
ち
ゃ
ん

お
す
す
め
の

絵
本
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３月～４月

　

４ 

月

　

３
月

大
ホ
ー
ル

21日
島根中央高校吹奏楽部
チャリティーコンサート
　開　場／13：00　　開　演／14：00　　料　金／未定

28日
㈯

～魅力あふれる地芝居の郷おおちによる
　第14回地芝居公演版～『青木さん家の奥さん』
　開　場／９：00　　開　演／10：00
　料　金／前売り　一般／1,500円　高校生以下／500円
　　　　　　　　　未就学児／無料
　　　　　　　　 （全席自由・当日500円増）
【出　演】
　＊特別出演　　南河内万歳一座／演目「青木さん家の奥さん」
　＊地 芝 居　　星が丘一座／演目「瞼の母」
　　　　　　　　劇団かわもと塾／演目「神無月の夜に」
　＊歌と舞踊　　山ゆりの会

　主　催／島根県・（公財）しまね文化振興財団（島根県民会館）
　　　　　悠邑ふるさと会館・悠邑GENKIおこしの会
　補　助／文化庁
　後　援／ 川本町商工会・浜田法人会邑智支部・
　　　　　江津地区電信電話ユーザー協会・吾郷青吾会・
　　　　　星が丘一座・劇団かわもと塾・山ゆりの会
　協　賛／川本町教育委員会

マ
ル
チ

ホ
ー
ル

29日
㈰

悠邑ふるさと吹奏楽団　スプリングコンサート
　開　場／13：30　　開　演／14：00
　主　催／悠邑ふるさと吹奏楽団
　後　援／川本町教育委員会

大
ホ
ー
ル

24日
㈮

川本町合併60周年記念
NHKラジオ「民謡をたずねて」公開録音
　日本を代表する民謡歌手が、地元をはじめ全国各地の民謡の魅力を
たっぷりとご紹介する番組です。観覧の応募方法など詳しくはチラシ
をご覧ください。
　開　場／18：00　　開演／18：30（終演予定20：30）
　入場無料（整理券が必要です）
【出　演】
　＊ 唄／梅若朝啄（島根県出身）、成世昌平、進藤聖子、木谷有里、
　　塚原ゆかり、有田伊津美
　＊ 演奏／未定
　主催／ＮＨＫ松江放送局、川本町教育委員会

お問い合わせ：悠邑ふるさと会館　Tel.0855-72-0001

入場
無料

観覧者募集
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島
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式
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も
と
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て
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献
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・
川
本
北
保
育
所

卒
園
式

♪
地
芝
居
公
演

邑
智
病
院
・
天
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

29
30

�
（
図
書
館
休
館
日
）

31
�（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
�ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
�

（
10
:0
0～
12
:0
0）
�

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

三
上
医
院
・
加
藤
病
院

日
月

火
水

木
金

土

く
ら
し
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
3

月

㊫
：
学
校
行
事
関
係

：
ド
ク
タ
ー
カ
ー

☀
：
�サ
ポ
セ
ン
行
事

　
　 （
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

♥
：
健
康
相
談
・
検
診
（
健
康
福
祉
課
）

◇
：
図
書
館
関
係

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事

■
：
一
般
行
事
　

：
保
育
所
行
事

：
休
日
診
療
情
報（
10
：
00
～
16
：
00
）

Ⓖ
：
�ゴ
ミ
収
集

Ａ
地
域
（
�木
路
原
･日
の
出
･
上
新
町
･
中
新
町
･
下
新
町
･
元
町
･
本
町
･

天
神
町
･
谷
･
市
井
原
･
長
原
･
矢
谷
･
芋
畑
･
双
葉
･
中
倉
･日
向
）

Ｂ
地
域
（
�因
原
･
三
大
字
･
多
田
･
久
座
仁
･
谷
戸
･
三
島
･
笹
畑
）

Ｃ
地
域
（
�西
･
八
幡
･
三
原
･田
窪
･
南
佐
木
･
親
和
･
湯
谷
･
三
俣
）

〔
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
〕�

毎
週
火
曜
日
･
金
曜
日
�
（
町
内
全
域
）

〔
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
〕�

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
�
（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
�プ
ラス
チッ
クの
収
集日
〕�

毎
週
木
曜
日
�

（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
�紙
の
収
集
日
〕�

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
�
（
町
内
全
域
）

《
２
月
の
納
税
》

◆
固
定
資
産
税

◆
国
民
健
康
保
険
税

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

《
３
月
の
納
税
》

◆
国
民
健
康
保
険

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
�必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

自
死

対
策

強
化

月
間

で
す

３
月

は
男 女 共 同 参 画

� カ ル タ よ り
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１
月
10

日
の
１
１

０
番
の
日

を
前
に
、

因
原
保
育

所
の
園
児

31
名
を
対

象
と
し
た

安
全
教
室

が
、
川
本
警
察
署
の
指
導
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

不
審
者
に
出
会
っ
た
と
き
に
気
を

つ
け
る
こ
と
を
標
語
で
覚
え
る
ク
イ

ズ
で
は
、園
児
達
が
大
き
な
声
で
「
知

ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い
よ
」

な
ど
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

不
審
者
が
入
っ
て
来
た
と
想
定
し
て
、

実
際
に
１
１
０
番
を
か
け
る
よ
う
す

を
見
て
、
通
報
の
仕
組
み
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

指
導
に
当
た
っ
た
渡
邊
聡
志
巡
査

長
は
「
標
語
に
す
る
と
園
児
達
は
よ

く
覚
え
て
く
れ
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
新

し
い
標
語
を
作
っ
て
、
安
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
覚
え
て
も
ら
い
た
い
で

す
。１
１
０
番
の
か
け
方
は
難
し
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
適
正
利
用

を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

法
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈

知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い
よ

�

保
育
所
で
安
全
教
室

　

人
権
擁
護
、
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

大
畑
善
雄
さ
ん
、
下
垣
清
子
さ
ん
に

法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
方
た
ち
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受

け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た

り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救
済
し

た
り
し
て
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
活
動
へ

の
ご
尽
力

に
対
し
て

敬
意
を
表

し
、
心
か

ら
お
喜
び

申
し
上
げ

ま
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
で

�

コ
ン
サ
ー
ト

貸
切
ゲ
レ
ン
デ
を
満
喫

か
わ
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
生
が

�

成
果
発
表

　

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
の
会
議
室
と

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
を
一
体
化
さ

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
川
本
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
の
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ボ
教
室
が
、
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
の

ナ
イ
タ
ー
ゲ
レ
ン
デ
を
貸
し
切
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多

く
、
今
年
は
大
人
62
人
、
子
ど
も
41

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
前
日
に

せ
た
開
放
感
の
あ
る
会
場
で
、
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
で
活
躍
す
る
「
デ
ュ
オ 

ア
フ
ェ
ッ
テ
ィ
」の
フ
ル
ー
ト
＆
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
中
村
真
弓
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
に
よ
る
美
し
い
音
色
が
、
会
館
全

体
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー

ル
が
２
度
も
沸
き
起
こ
り
、
来
場
さ

れ
た
皆
さ
ん
も
大
満
足
の
演
奏
会
で

し
た
。

　
「
川
本
で

変
わ
っ
た
コ

ト
を
起
こ
そ

う
」
を
テ
ー

マ
に
、
８
月

か
ら
６
回

に
わ
た
っ
て

行
っ
て
き
た

ア
カ
デ
ミ
ー

の
成
果
発
表
が
、
悠
邑
ふ
る
さ
と
会

館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
に
共
通
し
て
い
た

成
果
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
た
こ
と
で
し
た
。
地
域
作
り
の
入

門
編
と
し
て
始
め
た
ア
カ
デ
ミ
ー
で

し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
つ

な
が
り
を
生
か
し
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
活
躍
さ
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

１/
8

１/
14

１/
23

１/
23

１/
25

クイズに答える園児たち

大畑善雄さん（左）下垣清子さん

ロビー独特の響きを楽しむ来場者

降
っ
た
雪
に
よ

る
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
参
加
者
は

川
本
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
員
ら
の
指

導
を
受
け
、
冬

の
ス
ポ
ー
ツ
を

満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

発表などを聞くアカデミー生 広 と々したゲレンデを楽しむ参加者



　
発

行
／

川
本

町
役

場
　

　
編

集
／

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

〒
696―8501 島

根
県

邑
智

郡
川

本
町

大
字

川
本

545
番

地
1　

　
　

　
 TEL.0855-72-0634 FAX.0855-72-0635

ホームページ
アドレス

　
http://www.town.shimane-kawamoto.lg.jp/　

　
　

　
 E

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

kaw
am

oto@
kaw

am
oto-tow

n.jp

こ
の
広
報
紙
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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川本町の人口 平成27年1月31日現在
※（　）は前月との増減

※１　住民基本台帳を基にした、平成27年１月中の異動状況

3,511人
（＋ 1人）

合 　　計 男 1,625人（－ 1人）
女 1,886人（＋ 2人）

転　入　11人 出　生　 2人 その他　 0人

転　出　 5人 死　亡 7人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,531人
うち15歳未満  321人
世帯数 1,723戸

－file 18－広
報

か
わ

も
と

　
２

月
　

№
526

平
成

27年
２

月
20日

発
行

　川本小学校５・６年生のスキー
教室が、瑞穂ハイランドでありま
した。天気も雪質も良く、最高
のコンディションの中、川本ス
キークラブの皆さんの指導によ
り、楽しい時間を過ごすことが
できました。
� Photo：2015.2.3

　ダ・カーポの20周年記念行事を取材させていただきました。20年も活動を継続させることは、並大抵のことではな
いと思っておりましたが、百田会長は「誰もが好きでこの活動を始めているので、会員が減ったり、会の継続ができな
くなったりという心配をしたことがない」とおっしゃっておられました。なるほど、お話を聞かせてくださった方々は、
全員生き生きとした表情をしておられました。「好きなことをする」それが元気のもとなのですね。（Ｓ）

編
集
後記

　

仲
間
作
り
・
体
力
作
り
を
目
的
に
、

川
本
小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
タ
グ

ラ
グ
ビ
ー
。
島
根
県
大
会
で
準
優
勝
し
、

鳥
取
県
で
行
わ
れ
た
中
国
大
会
へ
出
場

し
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
高
島
（
岡
山
県
）
チ
ー
ム
に
９
対
７

で
惜
し
く
も
負
け
、
第
５
位
で
し
た
。

　

全
国
を
目
指
し
、
６
年
生
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
挑
ん
だ
大
会
。
卒
業
前

の
素
敵
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

川
本
小
６
年
生

　

�

全
国
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権

　

�

中
国
大
会
初
出
場

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

と
は
、
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
と
同
じ
楕

円
形
の
ボ
ー
ル
を

ト
ラ
イ
し
て
得
点

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
タ
ッ
ク
ル

の
代
わ
り
に
、
選

手
が
腰
に
つ
け
て

い
る
リ
ボ
ン
状
の

タ
グ
を
奪
っ
て
、

相
手
の
攻
撃
を

防
ぐ
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。


